
施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

(新）
乳児の図
書館デ
ビューを
応援

図書館

乳幼児を対象に発行してい
るブックリストの内容を充
実させ、配布する。

・赤ちゃんおはなし会実施館を７館から９館へ拡大
・乳児対象の読書案内を配布

赤ちゃんおはなし会実施館を拡大することに
より、乳児の図書館デビューを支援すること
ができた。
引き続き、赤ちゃんおはなし会実施館の拡大
を進めていく。

（新）
幼児向け
読書案内
の作成

図書館

幼児（就学前）までのこど
もを対象とした、保護者向
けの読書案内を作成。
読み聞かせの方法や推薦図
書などを掲載する。

【幼児図書目録「赤ちゃんと小さい子のほんだな」】
平成２３年度　１２，０００部
平成２４年度　１４，０００部
平成２５年度　１４，０００部
平成２６年度　１４，０００部
平成２７年度　２０，０００部

利用者からのご意見を取り入れながら、幼児
図書目録「赤ちゃんと小さい子のほんだな」
の編集を行なうことができた。
引き続き、乳児・幼児向け読書案内・図書目
録を作成し、読書の魅力を発信していく。

子育て関
連施設

各子ども家庭支援センターで毎月１～４回、保護者などのボラン
ティアスタッフがおはなし会、手遊びを実施

図書館

【読み聞かせボランティア登録者数】
平成２３年度　１３２人
平成２４年度　１３３人
平成２５年度　１５８人
平成２６年度　１４８人
平成２７年度　１５７人

保健予防
課

両親学級・育児学級・育児相談・３歳児健診で図書館の読み聞か
せボランティアによるおはなし会を実施及びブックリストを配布
(おはなし会の実績については下記のとおり）

図書館

【おはなし会】
平成２３年度　１４０回　　４，９３８人
平成２４年度　１６０回　　５，１６７人
平成２５年度　１９５回　　９，０９８人
平成２６年度　２１７回　１０，９５０人
平成２７年度　２５４回　１２，０８０人

子育て支
援施設

毎年、絵本を含めたリサイ
クルバザーを行い、こども
の本の再活用を行ってい
る。

・各子ども家庭支援センターでリサイクルバザーを年１～２回開
催してこどもの絵本を再活用
・「どうぞの箱」、「リサイクルの掲示板」を設置して利用者か
ら提供された絵本を再活用

放課後支
援施設

家庭で不要になった本の寄
贈を随時受け付け、再利用
を図る。

児童館・江東きっずクラブ
・近隣の家庭で不要になった書籍の提供を受け再利用
・図書館より定期的に不要になった本の寄贈があり再利用

子育て支
援施設

出張おはなし会だけを目的
に行っているものはない
が、出張ひろば・青空ひろ
ば内で本の読み聞かせを
行っている。

各子ども家庭支援センターが開催する「出張ひろば」のプログラ
ムの１つとして、絵本の読み聞かせを実施

図書館

地域館で要望がある学校や
園に実施。平成２１年度は
全館合計２７回実施。

【出張おはなし会】
平成２３年度　１２回　　　８１４人
平成２４年度　１０回　　　６４３人
平成２５年度　１１回　　　５８５人
平成２６年度　２７回　２，０２３人
平成２７年度　１９回　１，４００人

【公共施設向けリサイクル会（８月・２月）】
平成２３年度
　小中学校１９校、幼稚園･保育園３８園、児童館他４６施設
平成２４年度
　小中学校１８校、幼稚園･保育園１９園、児童館他２２施設
平成２５年度
　小中学校１５校、幼稚園･保育園４５園、児童館他３７施設
平成２６年度
　小中学校２１校、幼稚園･保育園４５園、児童館他３５施設
平成２７年度
　小中学校２３校、幼稚園･保育園４５園、児童館他３７施設
【提供資料】
　平成２３年度　１７，１７８点
　平成２４年度　　８，３３９点
　平成２５年度　１５，８２９点
　平成２６年度　１７，５２１点
　平成２７年度　１７，７２０点

家庭での役割を終えたこど
もの本の提供を地域に呼び
かけ、図書館のリサイクル
資料と合わせて施設に提供
する。学校、保育園、幼稚
園、児童館、公立私立の子
育て支援施設・放課後支援
施設等に通知して実施す
る。

図書館

こどもの
本の再活
用

公共施設向けリサイクル会を実施し、こども
の本の再活用を図ることができた。また、各
施設で独自に寄贈を受け資料活用し、計画に
沿った形で施策を進めていくことができた。

保健相談所の乳児健診時等で、おはなし会・
図書館の利用案内等の配布を行った。
普段、図書館を利用しない方もおはなし会に
参加することができるため、多くの親子へ読
書の楽しさを伝えることができた。
引き続き保健相談所の連携し、読書の魅力を
伝えていく。

読み聞かせボランティアと連携し、出張おは
なし会を実施することができた。幼稚園・小
学校だけではなく、児童館からの依頼も増
え、実績に繋げることができた。

１ 家庭および地域における読書活動の推進

保健相談
所での乳
幼児健診
時等での
おはなし
会の実
施・ブッ
クリスト
「赤ちゃ
んへのお
すすめの
本」の活
用

乳幼児向けの推薦図書のリ
ストを作成し、保健相談所
の乳児健診や育児相談等で
のおはなし会時に配付す
る。

子育て関連施設等へ登録ボ
ランティアによるおはなし
会を実施する。
（図書館読み聞かせボラン
ティアＨ２２年度登録者数
１３４人）

子育て支
援施設
（放課後
支援施
設）への
読み聞か
せボラン
ティア活
動の拡大

【おはなし会（児童館・江東きっずクラブ）】
平成２３年度　　７施設
平成２４年度　　６施設
平成２５年度　１１施設
平成２６年度　１４施設
平成２７年度　２１施設

放課後支
援施設 読み聞かせボランティアと連携し、子育て支

援施設でおはなし会を実施することで、こど
もたちの読書活動の機会の拡充を図ることが
できた。

出張おは
なし会

「江東区こども読書活動推進計画（一次計画）」評価票
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施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

子育て支
援施設

子ども家庭支援センターと
しての図書館の活用を促し
ている。

近隣図書館の利用を促すポスターの掲示やリーフレットの配布、
推薦図書の紹介を各子ども家庭支援センターで実施

放課後支
援施設

散歩を兼ねて図書館を利用
している。

江東きっずクラブ・学童クラブ・児童館
・散歩を兼ねて図書館を利用
・定期的に団体貸出を利用

図書館

希望団体から登録を受付、
配本サービスを行う。学
校、保育園、幼稚園、児童
館、公立私立の子育て支援
施設・放課後支援施設等の
団体利用を受け付けてい
る。

【団体貸出セット】
平成２３年　７８セット（２，７２９冊）を整備
【団体貸出冊数】
平成２４年　　８２回　　延べ　３，０７６冊
平成２５年　１３７回　　延べ　６，０５３冊
平成２６年　１４４回　　延べ　６，１７３冊
平成２７年　２３４回　　延べ１０，６９８冊

青少年セ
ンター

中高生向けコーナーを設置
し青少年の利用を図る。セ
ンターの事業として「手作
り絵本講座」を実施してい
る。

中高生向けコーナーを設置

図書館

青少年センターの中高生向
けのコーナーの充実をセン
ターと協働して取り組む。
また、センターの事業参加
者や施設を利用する子育て
サークルなどに向け、読書
の魅力をアピールする。

・青少年センターで中学生が作成したおすすめの本の紹介を掲示
・中高生向けコーナーでブックリストを配布

施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

指導室

研究協力校運営事業（幼稚
園・小学校・中学校）にお
いて「学校図書館の有効活
用」の課題を設定し、教育
課題研究校として指定す
る。

【平成２３年度】
・教育課題研究校（学校図書館の有効活用）の指定
<第一大島小学校>
①教育活動全体において、計画的な読書活動や学校図書館活用の
推進
②学校図書館を活用した教科等の学習活動の充実
③公共図書館と連携し、情報活用能力の育成
・学校図書館活用授業計画、公共図書館との連携（団体貸出）
・学校図書館を活用した単元の開発

学務課
各校の学校図書館図書標準の達成状況を考慮しつつ、図書を計画
的に購入

学校
ボランティアが図書の整理や貸出・返却業務など、学校図書館の
運営に関する支援を実施

学校
幼稚園

ボランティアやＰＴＡによ
る読み聞かせを行い、本へ
の興味を高める一助とす
る。

学校ボランティアやＰＴＡによる読み聞かせを実施

図書館

学校で読み聞かせを実施し
ているボランティア等から
の本の選び方等の相談を個
人的に受け、アドバイスを
行っている。

ボランティアから相談を受けた場合に、図書館職員が適宜アドバ
イス等を行っている。

平成２３年に団体貸出セットを整備し、貸出
冊数は年々増加している。こどもたちの読書
環境整備において効果的な事業である。

青少年センターと連携し、センターの利用者
を対象に積極的な図書館ＰＲを行うことがで
きた。

図書館の
団体利用
の促進

(新）
青少年セ
ンターと
の連携

２　学校における読書活動の推進

学校図書
館整備事
業

学校図書館図書標準に沿っ
た図書の充実を図る。

学校運営
における
読書活動
の位置づ
け

年次計画に読書推進のため
の各事業を組み込み、実施
する。

学校

全小中学校で学校経営方針に読書活動の推進が位置づけられてい
る
【学校経営方針に学校図書館活用の推進が位置づけられている小
中学校】
平成２３年度　５３校
平成２４年度　５２校
平成２５年度　５２校
平成２６年度　６７校（全校）
平成２７年度　６８校（全校）
【読書活動や学校図書館活用を推進する校内分掌組織がある小中
学校】
平成２３年度　６３校
平成２４年度　６７校（全校）
平成２５年度　６７校（全校）
平成２６年度　６７校（全校）
平成２７年度　６８校（全校）
【教員の読書に関する指導力向上や学校図書館活用の推進のため
の校内研修を実施（企画）している小中学校】
平成２３年度　２２校
平成２４年度　２１校
平成２５年度　２１校
平成２６年度　未取得（平成２５年度より隔年調査）
平成２７年度　２２校

学校ボラ
ンティア
やＰＴＡ
による読
み聞かせ

１ 家庭および地域における読書活動の推進

全小中学校で学校経営方針に読書活動の推進
が位置づけられており、学校図書館整備など
読書活動推進を目的とした各事業を展開する
ことができた。

学校図書館図書標準に基づき、図書（蔵書
数）の充実に努めた。二次計画の中では図書
館のリサイクル事業を活用するなど、引き続
き図書（蔵書数）の充実を図る。
また、蔵書数だけではなく、内容の充実に配
慮した選書を実施していく。

学校ボランティアやＰＴＡによる読み聞かせ
を実施し、こどもたちの読書活動推進を図る
ことができた。
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施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

（新）
学校司書
配置事業

学務課

学校司書（専任）を配置す
ることで、学校図書館の機
能性を高め、こどもの読書
活動の促進、授業における
学校図書館活用の促進、教
員への学習資料支援、「学
びと心のオアシス」として
の学校図書館づくりをめざ
す。

【平成２３年度】
　全小学校に週１回６時間、司書または司書資格を持った専任の
学校司書を配置
【平成２６年度】
　２６学級以上の大規模校３校（明治小・豊洲小・豊洲北小）に
週２回１２時間、司書または司書資格を持った専任の学校司書を
配置
【平成２７年度】
　２６学級以上の大規模校４校（明治小・豊洲小・豊洲北小・浅
間竪川小）に週２回１２時間、司書または司書資格を持った専任
の学校司書を配置

司書の配置により、学校図書館の機能性を高
め、授業での学校図書館の活用促進を図るこ
とができた。
引き続き二次計画の中で、本に親しむ環境づ
くりに取り組んでいく。

学校
ボランティアが学校図書館の書架見出し、飾りつけ、図書の修繕
など、施設の整備に関する支援を実施

図書館 本の修理セットの貸出を実施（自立活動支援）

図書館ガ
イダン
ス・ブッ
クトーク

学校

読書の時間などを活用し、
本への関心を持たせつつ、
図書館や情報の活用方法を
学ぶ。

【ボランティアが読み聞かせやブックトーク等の読書活動の推進
を行っている小中学校】
平成２３年度　３３校
平成２４年度　３５校
平成２５年度　３５校
平成２６年度　４３校
平成２７年度　４４校

ボランティアによる読み聞かせやブックトー
クを実施し、読書の楽しさを伝える機会の拡
充を図ることができた。

読書の時
間の取り
組み

学校

学校での自主的な取り組み
として、朝の読書時間、校
内読書週間・月間の設定、
読書に取り組む。

【朝や昼休み等に読書時間を設けている小中学校】
平成２３年度　６３校
平成２４年度　６２校
平成２５年度　５７校
平成２６年度　６５校
平成２７年度　６８校
【読書週間･読書月間等を設けている小中学校】
平成２３年度　５２校
平成２４年度　５８校
平成２５年度　５６校
平成２６年度　５６校
平成２７年度　５９校

朝や昼休み等に読書時間を設け読書の機会を
つくり、計画に沿った形で施策に取り組むこ
とができた。

学校
学級単位での図書館利用を
行う。

図書館

特別支援学級の児童生徒の
図書館利用を受け入れ、団
体貸出等を行っている。

区立図書
館訪問

学校

学級単位で図書館に来館
し、館内の資料を読んだ
り、団体貸出用の本を選
ぶ。

【調べ学習】
平成２３年度　１２０回
平成２４年度　１１７回
平成２５年度　　７２回
平成２６年度　１２１回
平成２７年度　１２９回

調べ学習の際に図書館を活用するなど、図書
館の利用促進が図られた。情報の収集・活用
方法等の学びに効果的な施策である。

学校ボラ
ンティア
やＰＴＡ
による本
の修理事
業

「社会教育活性化２１世紀
プラン」で養成した「こど
もの本の修理人」による学
校での活動がＰＴＡの自主
的な活動に波及している。

特別支援
学級の図
書館利用

【平成２３年度】
墨東特別支援学校出張お話会　３回　４９人

小学校高学年の児童、中学
生が学校図書館の図書委員
として資料の貸出・図書新
聞発行などの活動を行う。

ボランティアによる図書の修繕などを通して
読書環境の整備を図った。
引き続きボランティアと連携し、学校図書館
の整備を進めていく。

「図書だより」の作成・読み聞かせ・学校図
書館利用ガイダンスなど図書委員会活動が活
発に行われ、計画に沿って施策を進めること
ができた。

平成２４年度以降実績がないことから、今後
は特別支援学級へ向けた積極的なＰＲを行う
ことで図書館利用に繋げ、読書活動を支援す
る。

学校
図書委員
会活動

【図書委員が作成した「図書だより」等を活用した読書指導を
行っている小中学校】
平成２３年度　３４校
平成２４年度　３５校
平成２５年度　２９校
平成２６年度　未取得（平成２５年度より隔年調査）
平成２７年度　５６校
【図書委員による読み聞かせを実施している小中学校】
平成２３年度　２８校
平成２４年度　３５校
平成２５年度　２３校
平成２６年度　２４校
平成２７年度　２９校
【学校図書館の利用について図書委員が資料を作成したり、説明
したりしている小中学校】
平成２３年度　４７校
平成２４年度　５６校
平成２５年度　４５校
平成２６年度　４５校
平成２７年度　５７校
【学校図書館の利用状況に関する統計をとっている小中学校】
平成２３年度　２９校
平成２４年度　４９校
平成２５年度　３９校
平成２６年度　未取得（平成２５年度より隔年調査）
平成２７年度　５１校

２　学校における読書活動の推進
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施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

児童書の
充実

図書館

平成２１年度　全児童図書
の全館蔵書数（図書）に占
める割合２１．４%

【児童図書蔵書数及び全児童図書の全館蔵書数（図書）に占める
割合】
平成２３年度　３０６，３１４冊　２１．０％
平成２４年度　３１８，７９７冊　２１．３％
平成２５年度　３２３，５２８冊　２１．３％
平成２６年度　３３１，２６３冊　２２．０％
平成２７年度　３３５，５９３冊　２２．３％

全児童図書の全館蔵書数（図書）に占める割
合は年々増加している。
また、団体セットの充実や外国語絵本を増や
すなど内容の充実も図った。

中高校生
（ヤング
アダル
ト）サー
ビスの充
実

図書館

読書離れ、図書館離れに
なっている中・高校生に対
して、試験勉強や宿題以外
にも図書館を利用してもら
うことをめざしてコーナー
を設けている。

・ＹＡコーナーの設置　１０館
・ＹＡノートの設置　２館

ＹＡコーナーを設置やレイアウトなど、中高
校生の読書環境を充実させることができた。
二次計画では、中高校生と図書館の交流を図
り、ＹＡサービスの更なる充実のための情報
交換を検討していく。

サポート
を必要と
するこど
も読書を
支える資
料の充実

図書館

平成２１年度統計
外国語児童資料　２，７２
１冊
大活字児童書　８１点
区作成の点字絵本　１８４
点
その他録音図書、さわる絵
本を所蔵

【平成２３年度】
・外国語児童資料　２，７２１冊
・大活字児童書　８１点
・区作成の点字絵本　１８４点
・録音図書（テープ図書 １，６８８タイトル、デイジー図書 ２
６７タイトル、内児童書３タイトル）
【平成２７年度】
・外国語児童資料　３，０４７冊
・大活字児童書　２１２点
・区作成の点字絵本　２２９点
・録音図書（テープ図書１，６９９タイトル、デイジー図書４１
９タイトル、内児童書８タイトル）

録音図書・デイジー図書は大人（一般）向け
が多く、大きな成果はでていない。
外国語児童資料は平成２３年度と比較すると
約３００冊増加しており、取り組みの成果が
見られた。
引き続き二次計画の中で、「障害のあるこど
も向けの資料の充実」「日本語を母国語とし
ないこども向けの資料の充実」に取り組む。

図書館

図書館に登録している点訳
ボランティアのグループに
点訳を依頼し作成する。

図書館に登録している点訳ボランティアのグループに点訳を依頼

点訳者

４グループ４４名の点訳者
が登録し、点訳絵本等を作
成している。
区内の小中高校で「点字の
授業」を毎年２０校以上で
実施している。

【点訳絵本所蔵数】
平成２３年度　１８４点
平成２４年度　１８４点
平成２５年度　１９７点
平成２６年度　２２７点
平成２７年度　２２９点
【点字の授業】
平成２３年度　２０校
平成２４年度　２０校
平成２５年度　２０校
平成２６年度　２０校
平成２７年度　１６校

図書館

録音図書等貸出要綱の改正を行い、録音図書等の貸出対象を視覚
による表現の認識に障害のある者、郵送貸出対象者を身体障害者
手帳１級又は２級の所持者に拡大

音訳者

【登録音訳者】
平成２３年度　６３人
平成２４年度　７４人
平成２５年度　７５人
平成２６年度　６４人
平成２７年度　６５人
【音訳者養成事業】
平成２３年度　前期講座１５回　６０９人（延べ）
平成２４年度　後期講座１２回　３９６人（延べ）
平成２５年度　上級講座　４回　　２９人（延べ）
平成２６年度　前期講座１５回　２３１人（延べ）
　　　　　　　上級講座　６回　１０５人（延べ）
平成２７年度　後期講座２０回　２３２人（延べ）
　　　　　　　上級講座　３回　１１７人（延べ）

図書館の
改修計画
等に合わ
せた館内
レイアウ
トの見直
し

図書館

乳幼児や親が安心して利用
できるコーナーを作る。こ
どもが本を探しやすく、利
用しやすいように本の配置
や資料展示方法の見直しを
行う。

【平成２５年度】
江東図書館のリニューアルオープンに伴い、授乳室を新たに設置
【平成２６年度】
砂町図書館のリニューアルオープンに伴い、おはなしのへやを拡
大
【平成２７年度】
豊洲図書館のリニューアルオープンに伴い、おはなしのへやキッ
ズを新たに開設

改修工事に合わせハード面を充実させ、計画
に沿って施策を展開することができた。

おはなし
会の開催

図書館

絵本や素ばなし、パネルシ
アターなどで本の楽しさを
伝えたり、本の紹介を行
う。

【おはなし会】
平成２３年度　５６３回　１０，４８３人
平成２４年度　４９０回　　７，８１９人
平成２５年度　５０６回　　８，２１４人
平成２６年度　５４５回　１０，３３４人
平成２７年度　５５３回　１０，４０１人
【よむよむさん（亀戸図書館）】
平成２６年度　４５回　３４６人
平成２７年度　５９回　６５３人

おはなし会を通してこどもたちへ読書の楽し
さを伝えることができた。
二次計画では、ニーズに応じておはなし会の
開催曜日・時間の見直しにより、拡充を図
る。

(新）
親子の読
み聞かせ
講座
（ボラン
ティアに
よる）

図書館

一部の館で親子おはなし会
を実施している。また赤
ちゃんおはなし会や乳児向
けおはなし会では親子参加
となっている。

【赤ちゃんおはなし会】
平成２３年度　１５４回　４，２９５人
平成２４年度　２０３回　４，７６９人
平成２５年度　２１７回　５，２９２人
平成２６年度　２６７回　７，４４７人
平成２７年度　２８２回　８，６２９人

赤ちゃんおはなし会を通して親子で絵本や読
み聞かせに親しみをもつ、きっかけづくりが
できた。
実施回数・参加人数も年々増加していること
から、今後は全館での赤ちゃんおはなし会の
開催を検討する。

平成２３年度からの５年間で、点訳絵本を４
５点作成した。
引き続き利用状況を踏まえ、点訳者へ作成を
依頼し資料の充実を図る。

３　図書館における読書活動の推進

点訳絵本
作成事業

音訳者養
成及び録
音図書の
作成事業

２ヵ年計画で、録音図書の
作成及び対面朗読の技術の
習得を図ることを目的にし
て開講し、講座修了後、江
東図書館及び江東音訳サー
ビス（ボランティア団体）
に登録のうえ、対面朗読
や、録音図書・プライベー
トテープ・図書館発行の各
種情報テープなどを作成し
ている。

録音図書の作成及び対面朗読の技術の習得を
目的に音訳者養成講座を実施し、サポートを
必要とするこどもたちの読書環境の整備に繋
げることができた。
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施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

学校

図書館

学校
学級単位で図書館を利用し
ている。

図書館

団体貸出の選書を兼ねて学
級単位で来館した機会に、
おはなし会を行う。

団体貸出 図書館

学級、学校、園単位で登録
を受付。貸出期間は１ヶ月
とし、配本・回収を行う。

【登録団体・児童書貸出数】
平成２３年度　５０７団体　　７７，３３７冊
平成２４年度　５７０団体　　８０，９１１冊
平成２５年度　６４３団体　　８６，７３１冊
平成２６年度　５１３団体　　９６，７７５冊
平成２７年度　５３３団体　１０６，１９９冊

児童書貸出数は年々増加しており、計画に
沿って施策に取り組むことがでた。

図書館見
学受入

図書館

各館エリア内の小学３年生
の社会科見学事業のサポー
ト。館内の見学や、本の探
し方、読み聞かせ、本の紹
介をする。

【図書館見学（小学校・中学校・保育園・幼稚園・児童館）】
平成２３年度　３７校　　　　　２，２２０人
平成３４年度　３６校　　　　　３，７１２人
平成２５年度　３５校４園　　　３，９８９人
平成２６年度　３２校４園　　　４，０７６人
平成２７年度　３０校７園１館　３，１６４人

図書館見学を受け入れ、バックヤードや書庫
など普段入ることができないエリアの見学、
本の探し方・並べ方を知ってもらうことで、
図書館への興味を引き出し、図書館の利用へ
繋げることができた。

学校

地域の図書館と連絡調整し
て、生徒の職場体験を実施
する。

図書館
各館エリア内の中学生の職
場体験を受入れる。

学校

地域の図書館と連絡調整し
て、生徒のインターンシッ
プを実施する。

図書館

区内の高校が実施する職場
体験や進路指導の一環とし
てのインターンシップを受
け入れる。

学校

図書館

学校

図書館

学校

図書館

学務課

図書館

ブックリ
スト作成
配付

図書館

「こどものほんだな」（小
学校対象）を隔年編集のう
え発行し、区内全小学校に
配付する。また平成22年度
からは「中学生へのおすす
め本」（中学生対象）を作
成する。

【こどものほんだな】
平成２３年度　２９，０００部
平成２５年度　３０，０００部
平成２７年度　３０，０００部
【ぶっくなび】
平成２４年度　１５，０００部
平成２６年度　１７，０００部

小中学生それぞれを対象に、推薦図書等を掲
載したブックリストを作成・配付し、読書活
動の啓発を図った。
二次計画ではブックリストを「普段読書をし
ない」「どんな本を読めばいいかわからな
い」こどもたちの読書活動のきっかけづくり
に活用していく。

保育園・幼稚園等の要望に応じて出張おはな
し会を実施することで、こどもたちの読書機
会の拡充を図ることができた。

学級招待おはなし会を通してこどもたちへ読
書の楽しさを伝えることができた。今後はＰ
Ｒ方法を工夫し、更なる利用促進を図る。

職場体験を通して図書館業務を経験すること
で、こどもたちの図書館への興味や仕事に対
する関心をより引き出すことができた。

職場体験
受入

高校生イ
ンターン
シップの
受入

(新）
こどもと
しょかん
をモデル
とした学
校図書館
連携事業

白河こどもとしょかんにお
いて、元加賀小学校図書室
と隣接している特性を生か
し、「小学生によるこども
としょかん運営事業」等の
学校図書館連携モデル事業
を行う。また、こどもの読
書活動推進に取り組むボラ
ンティアの活動を支援す
る。

(新）
学校図書
館との
ネット
ワーク連
携

区立図書館と学校図書館相
互の資料データベース等の
ネットワーク化を図り、児
童や生徒の読書活動や調べ
学習を推進する。

出張おは
なし会

依頼を受けて各館エリア内
の学校や学級に出向き、図
書館ボランティアとの協働
により読み聞かせ等を行
う。

学校訪
問・新１
年生への
利用ガイ
ド・おは
なし会等
の実施

学級招待
おはなし
会

【学級招待おはなし会】
平成２３年度　１１回　５１２人
平成２４年度　　８回　４５６人
平成２５年度　　７回　３７４人
平成２６年度　１４回　６８１人
平成２７年度　１７回　７２１人

【職場体験】
平成２３年度　２９回　６１人
平成２４年度　３９回　９３人
平成２５年度　２０回　４８人
平成２６年度　３２回　７４人
平成２７年度　３１回　７０人

【高校生インターンシップ】
平成２３年度　１０回　２０人
平成２４年度　１１回　２０人
平成２５年度　　２回　　５人
平成２６年度　　４回　　８人
平成２７年度　　２回　　４人

【ドア開放】
平成２３年度　　４８回　１，６３５人
平成２４年度　　８３回　２，２９８人
平成２５年度　　６４回　１，７６７人
平成２６年度　１３１回　３，０４３人
平成２７年度　１５５回　４，０２７人
元加賀小学校の新一年生を対象にブックトークを実施

企画事業「図書委員おすすめの本の紹介」、図書館見学を実施
【参加学校数】
平成２３年　小学校　２６校、中学校　１２校
平成２４年　小学校　２３校、中学校　　５校
平成２５年　小学校　２４校、中学校　　５校
平成２６年　小学校　３０校、中学校　　８校
平成２７年　小学校　２６校、中学校　　７校

図書館資料のデータベース検索の充実、図書館での調べ学習、調
べ学習セットの貸出を実施

【学校訪問】
平成２３年度　４５回　３，４７８人
平成２４年度　４６回　３，３２４人
平成２５年度　４１回　３，２９０人
平成２６年度　４０回　３，４０２人
平成２７年度　３９回　３，１６１人

学校図書
委員交流
事業

各図書館のエリアごとに参
加希望校を募り、読書週間
等での交流事業を行う。

【出張おはなし会】
平成２３年度　１２回　　　８１４人
平成２４年度　１０回　　　６４３人
平成２５年度　１１回　　　５８５人
平成２６年度　２７回　２，０２３人
平成２７年度　１９回　１，４００人

各館エリア内の小・中学校
新１年生を対象に学校へ訪
問し、本の紹介、冊子「こ
どものほんだな」の配付、
図書館の利用ガイダンスや
おはなし会を行う。

平成２５年度以降、実績が減少している。
二次計画ではＰＲを強化し、新たに高校生ボ
ランティアの受入を行う。

学校訪問を実施し、新一年生を対象に図書館
の利用ガイドやおはなし会を行うことで読書
意欲を高め、図書館の利用促進を図ることが
できた。

読書週間の企画事業として「図書委員おすす
めの本の紹介」を実施し、学校図書委員との
交流を図ることができた。
また、紹介文は各図書館で掲示・ホームペー
ジに掲載し、広くこどもたちへ発信すること
ができた。

白河こどもとしょかんと元加賀小学校図書室
を繋ぐドアを開放し、図書館の利用促進を
図った。
実施回数・参加人数は年々増加しており、白
河こどもとしょかんの特性を活かすことがで
きた。

図書館と学校図書館のネットワーク連携につ
いては未実施であるが、図書館ホームページ
の資料のデータベース検索の充実、図書館で
の調べ学習、調べ学習セットの貸出により連
携を図った。

３　図書館における読書活動の推進
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施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

児童用図
書館ガイ
ド（事業
概要）の
作成

図書館

児童の社会科見学をサポー
トする児童用図書館事業概
要として「としょかんたん
けん」を作成する。

【としょかんたんけん】
平成２３年度　４，０００部
平成２４年度　４，０００部
平成２５年度　６，０００部
平成２６年度　５，５００部
平成２７年度　５，５００部

図書館の利用案内や統計資料を掲載した「と
しょかんたんけん」を作成・配付し、図書館
の利用促進を図ることができた。

特別支援
学校

図書館と年間計画を調整し
て読み聞かせボランティア
を受け入れ、実施してい
る。

図書館

都立大塚ろう学校江東分教
室へ図書館ボランティアと
の協働により、絵本の読み
聞かせを行う。

学校

図書館

学校

図書館

施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

(新）
ボラン
ティアの
ネット
ワーク化

図書館

地域で活動するボランティ
ア団体やＮＰＯなどのネッ
トワーク化を推進、相互の
交流を促すことで広域的な
活動を支援する。

【平成２７年度】
月１回、江東図書館・深川図書館（交代制）で読み聞かせボラン
ティア交流会を開始

読み聞かせボランティア交流会を実施し、ボ
ランティアのネットワーク化を図り、読み聞
かせのノウハウ等を共有化させることができ
た。
今後は「交流会」を「勉強会」にレべルアッ
プさせることで、施策を発展させていく。

(新）
地域団
体・企業
等の地域
貢献事業
調査

図書館

一部の民間事業所での乳児
親子を対象に図書館資料を
活用した読み聞かせの地域
貢献事業が始まっている。
子育て中の親子の対象のお
はなし会等に資料の貸出を
行っている。

【区民協働提案事業】
平成２４年度「こうとうむかしばなし」を実施
平成２６年度「はじめての読み聞かせ」を実施

地域団体・企業等の地域貢献事業調査は実施
することができなったが、区民協働提案事業
を通して講座を開催し、地域団体との連携を
図った。

(新）
書店や商
店街との
連携

図書館

地域のイベントや行事等
で、こどもの読書活動に関
する事業に連携して取り組
む。

実績なし
二次計画の中で、地域との関わり方を具体的
に検討していく。

施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

こども読
書活動に
関する広
報の充実

図書館

おはなし会等の開催情報を
館内掲示やホームページで
広報している。

図書館ホームページ等を活用し、こども読書活動推進に関する情
報・資料の広報を実施

図書館ホームページ等を活用することで、お
はなし会・団体貸出セット等の利用促進を図
ることができた。

庶務課
（社会教
育担当）

幼児をもつ親を対象に本と
こどもの成長についての理
解を促す。さらに、本を選
ぶときの視点や読み聞かせ
を行う場合の注意などにつ
いて図書館児童担当から学
ぶ機会を提供する。

【幼児を持つ親の学級（春秋２コース）】
平成２３年度　４５人
平成２４年度　４４人
平成２５年度　４５人
平成２６年度　５０人
平成２７年度　５０人

図書館

講座のカリキュラムに図書
館職員を派遣して、こども
の本や読み聞かせに関する
アドバイスや図書館利用ガ
イドを行う。

【幼児を持つ親の学級へ図書館職員及び読み聞かせボランティア
を派遣】
平成２３年　２回　２人
平成２４年　２回　２人
平成２５年　２回　２人
平成２６年　２回　２人
平成２７年　２回　２人

障害者支
援課

図書館

庶務課（社会教育担当）と連携し、「幼児を
持つ親の学級」を実施することで、「読み聞
かせの方法・図書館の利用の仕方」等を学ぶ
機会を提供することができた。

「障害児・者をもつ親のための学級」の内容
がこどもを対象としたものではなく、大人
（一般）を対象としたものであるため連携が
困難であった。
二次計画では施策を見直し、こども発達セン
ターと連携を図ることで、障害のあるこども
たちの読書活動の幅を広げる支援を検討して
いく。

４　地域が連携して取り組む読書活動の推進

５　こども読書活動に関する意識を高めるための啓発

「幼児を
持つ親の
学級」等
の社会教
育事業と
の連携

(新）
「家庭教
育学級事
業（障害
児・者を
もつ親の
ための学
級）」と
の連携

「障害児・者をもつ親のた
めの学級」との連携に取り
組む。

相談を受けた場合に、図書館職員が適宜アドバイス等を行ってい
る。

・外国語おはなし会を実施
・病院との連携を検討

難聴児へ
の読み聞
かせ

特別支援
学校及び
学級の児
童・生徒
の図書館
利用

特別支援学校及び学級の児
童・生徒が来館した時に絵
本の読み聞かせ等を実施
し、団体貸出等を行ってい
る。

(新）
地域ボラ
ンティア
による読
書サービ
スの実施

特別な支援を必要とする児
童・生徒や日本語を母国語
としない児童・生徒並びに
長期療養児等へのボラン
ティアによる読み聞かせ等
を実施する。

図書館見学、団体貸出を実施

【江東ろう学校おはなし会】
平成２３年度　１６回　４０８人
平成２４年度　１１回　２９７人
平成２５年度　１１回　２２３人
平成２６年度　１０回　２０１人
平成２７年度　１１回　２７７人

おはなし会のプログラムの一部として外国語
の読み聞かせを実施することができた。
今後は、豊洲図書館を中心に病院と連携し、
療養児への読み聞かせなどを検討していく。

都立大塚ろう学校江東分教室の協力により、
おはなし会の開催を継続することができた。
引き続き二次計画の中でも連携を図ってい
く。

数値として実績を把握していないため、成果
がわかりづらいが、特別支援学校及び学級の
図書館見学の受入・団体貸出を通して読書活
動を支援することができた。

３　図書館における読書活動の推進
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施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

(新）
こども読
書コン
クール

図書館

読書に関するポスター、標
語、作文、感想文等のコン
クールを開催する。

実績なし

本の帯コンクール等を検討したが、審査等の
課題があり実施に繋げることができなかっ
た。
二次計画の中で各成長段階に合わせたイベン
トを開催し、こどもたちの読書に対する興味
を引き出す。

「子ども
読書の
日」の取
り組み

図書館

「子ども読書の日」（４月
２３日）と前後するこども
の読書週間にテーマ展示等
を行っている。

一部の図書館で資料展示やスペシャルおはなし会等を実施

「子ども読書の日」と前後するこどもの読書
週間に資料展示やスペシャルおはなし会を実
施し、読書活動の啓発を図った。
平成２８年度からは全館でイベントを実施
し、こどもの読書活動を推進する。

施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

「こども
読書環境
サポー
ター」の
育成・活
動支援

図書館

「社会教育活性化２１世紀
プランのモデル事業で育成
を開始した「読み聞かせボ
ランティア」や「こどもの
本の修理人」活動のレベル
アップを図る。

【こども読書環境サポーター登録者】
平成２３年度　４１人
平成２４年度　５３人
平成２５年度　５４人
平成２６年度　５４人
平成２７年度　６４人

こども読書環境サポーター養成講習会を開催
し、読み聞かせボランティアのレベルアップ
を図ることで、活動の充実に繋げることがで
きた。

(新）
読み聞か
せボラン
ティアに
よる講師
としての
活動

図書館

子育て支援施設等で、「こ
どもの読書環境サポー
ター」による読み聞かせの
実演を行い、職員に読み聞
かせのノウハウを伝える。

【乳幼児健診おはなし会（区職員同伴）】
平成２３年度　１４０回
平成２４年度　１６０回
【乳幼児健診おはなし会（サポーターのみ）】
平成２５年度　１９５回
平成２６年度　２１７回
平成２７年度　２５４回

読み聞かせボランティアによるおはなし会の
依頼は年々増加しているが、講師としての依
頼は少ないため、二次計画の中で、読み聞か
せボランティアの活動の拡大を進めていく。

庶務課
（社会教
育担当）

家庭教育学級の開設時にこ
ども読書関連団体のメン
バーを講師に招いている。
「こどもと絵本、よみきか
せ」など

【地区家庭教育学級】
平成２３年度　こども読書活動に関連するテーマはなし
平成２４年度　第五砂町小学校「読み聞かせは家族のコミュニ
　　　　　　　ケーション」　１０８人
平成２５年度　みどり幼稚園「こどもと絵本の楽しみ方」
　　　　　　　４３人
　　　　　　　南砂第一保育園「幼児と絵本」３５人
平成２６年度　東陽保育園「親子で絵本に親しむ、絵本を楽
　　　　　　　しむ」　１０５人
平成２７年度　つばめ幼稚園「聴くから変わる笑顔の子育て」
　　　　　　　６４人

図書館

読み聞かせグループ等が図
書館を会場に定例会を行っ
ている。

【平成２３年度～平成２７年度】
月１回、読み聞かせグループ「江東子どもの本研究会」が定例会
を実施（深川図書館）

施策項目 所管 事業概要 取組み実績（平成２３年度～平成２７年度） 評価・二次計画での取り組み等

こども読
書活動推
進計画の
進捗の把
握

図書館

「江東区こども読書活動推
進計画」の各施策に関わる
事業の進捗状況を調査し広
報する。

【平成２３年度～平成２７年度】
「江東区こども読書活動推進計画」進捗状況調査を実施
【平成２７年度】
「第二次江東区こども読書活動推進計画」を策定

「江東区こども読書活動推進計画（一次計
画）」の進捗状況調査・評価を行い、「第二
次江東区こども読書活動推進計画」の施策へ
反映させることができた。

地区家庭教育学級（庶務課社会教育担当）を
通して、「絵本を活用したコミュニケーショ
ン・読み聞かせの楽しみ方」を伝えることが
できた。
また、読み聞かせグループの自主活動の支援
を行い、計画に沿って事業展開することがで
きた。

７　読書推進体制の整備

こども読
書連携団
体との連
携・活動
支援

６　こども読書活動に関わる人材の育成

５　こども読書活動に関する意識を高めるための啓発
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